＜大学等研究者アンケート＞

[image: image1.png]




[本アンケートについて]

■　本アンケートは、中国地域の主な理工系大学及び高等専門学校の研究者の方を対象としています。
■　本アンケートは(財)ちゅうごく産業創造センターが企画するものであり、調査結果の集計・分析を(社)中国地方総合研究センターが行い、外部にデータ漏洩のないよう厳重に管理・保管いたします。
問１の研究テーマは調査に活かさせていただきますとともに、情報公開許可をいただけた場合、調査報告書に掲載いたします。また問８のエキスパートのご紹介は企業がガイドブックとして使えることを目指した報告書資料編に掲載いたしますが、推薦人のお名前はご本人にお知らせすることはございませんし、公表もしません。
(社)中国地方総合研究センターの個人情報保護方針（http://www.crrc.or.jp/pdf/09individual/if_kojinj.pdf）
[記入方法及び返送方法について]

■　ご記入いただいた調査票は、平成２２年９月６日（月）までに、h22ciic@crrc.or.jp宛に直接ご返送ください。
■　ご回答いただいた場合には、平成23年3月頃に発行予定の調査報告書をPDF版として電子メールで、提供いたします。ご希望であれば、6ページの報告書の提供の「希望する」にチェックを入れ、送信先の電子メールアドレスをご記入ください。

■　ご記入に際してご不明な点などございましたら、下記の調査実施機関（(社)中国地方総合研究センター）、または調査企画機関（(財)ちゅうごく産業創造センター産業部）までご連絡ください。
	［調査実施機関（お問い合わせ先・返送先）］
 ■社団法人 中国地方総合研究センター
 　　広島市中区小町4－33中電ビル３号館
 　　TEL 082-245-7900（代表）
 　　　担当：渡里（わたり）、和田（わだ）
　　 E-mail：h22ciic@crrc.or.jp
	［調査企画機関］
■財団法人 ちゅうごく産業創造センター
広島市中区小町4－33中電ビル２号館
TEL 082-241-9910（直通）
担当：渋下（しぶした）





１．計測・分析に関連する貴殿の研究についてお教えください。
問１　現在研究されているテーマのうち、計測・分析技術が関連する研究テーマについてお教えください。また研究によりどのようなことが可能になると考えられますか。現在の研究テーマが複数あり、回答欄が足りない場合は、お手数ですが本ページをコピーしてご記入ください。
	区分

（どちらかに○印）
	1．計測・分析技術に関わる研究開発を行っている（→下段をお答えください）
2．計測・分析機器を利用している

（→下段の最も関連の深い計測・分析機器名をお答えの上、問３へお進みください）

	研究テーマに最も関連の深い計測・分析機器名
	例）電子顕微鏡　等

	研究テーマ
	

	産学連携の状況

（いずれか○印）
	1．大学・高等専門学校間での共同研究、学内連携を開始している

2．公設試験研究機関との共同研究を開始している

3．企業との共同研究を開始している

4．既に製品化・実用化した

5．独自の研究である

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	概要

（400字程度）
	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	研究によりどのようなことが可能になると考えられますか
（400字程度）
	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	情報公開の可否（区分で「１．計測・分析に関わる研究をしている」方）
本調査の調査報告書に上記情報を公開してよろしいですか？情報公開許可をいただけた場合、調査報告書に掲載いたします。
	報告書に公開

（　可　・　不可　）

	（財）ちゅうごく産業創造センターでは経済産業省の補助事業により、「イノベーションポータルサイト」https://www.innova-chugoku.com/を創設し、その運営を行っております。このサイトに研究シーズを掲載することにより企業等とのマッチングの促進が期待できます。上記情報をこのサイトで公開してよろしいでしょうか？
	イノベーション
ポータルサイトで公開

（　可　・　不可　）


問２　問１に関して、企業ニーズを基に始まった研究であれば、関連する企業ニーズの例をお教えください。
	例）シャフトの回転効率をあげる研究開発のため、表面の粗度計測においてナノレベルの計測が必要であった。




個別の回答内容をそのまま公表することはございません。

問３　計測・分析を行いたいが、残念ながら不可能または不十分で、現在の最先端の計測・分析技術を用いても計れそうもない対象物がございますか。ある場合には、何をどの程度どのように計測・分析したいですか。さらに計測・分析が可能となった際のメリットは何でしょうか。具体的にお教えいただければ幸いです。対象物が複数ある場合はお手数ですが回答欄を区切ってご記入ください。
	何をどの程度どのように計測・分析したいですか
	計測・分析ができた際のメリットは何でしょうか

	
	例）○○に関する新製品・新技術の創造、○○の比較が可能になる　等



個別の回答内容をそのまま公表することはございません。

問４　今後必要となる、もしくは今後重要になると考えられる計測・分析技術はどのようなものと思われますか（複数回答可）。
	前処理
	近接プローブ
	電磁波・励起ビーム
	分離分析
	計測基礎

	1．薄膜・表面加工
2．抽出・濃縮
3．ラベリング
4．溶解
5．その他
（　　　　　　　）
	6．電場
7．磁場
8．マイクロ波
9．電磁波（光）
10.力
11.熱
12.イオン
13.複屈折
14.その他
（　　　　　　）
	15.ＳＲ光
16.テラヘルツ光
17.赤外・ラマン光
18.可視・紫外線
19.Ｘ線
20.ガンマ線
21.レーザ
22.電子線
23.陽電子線
24.中性子線
25.イオン線
26.プラズマ・ICP
27.音波・超音波
28.その他
（　　　　　　　）

	29.クロマトグラフィ
30.膜・フィルター
31.遠心分離
32.抽出・蒸留
33.質量分析
34.電気泳動
35.磁選
36.熱分析
37.その他
（　　　　　　　　）
	38.センサ・デバイス
39.ソフト
（ソフトウェア・
インターフェイス）
40.標準品
（物質・試料・試薬）
41.その他
（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ化等）
（　　　　　　　）

	機械量
	その他

	42.形状・寸法計測
43.変位量
44.ひずみ量
45.荷重
	46.トルク
47.表面粗さ
48.その他

（　　　　　　　　　　　　）
	49.その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問５　問４の技術が今後必要となる、もしくは今後重要になると考えられる理由をお教えください。複数ある場合は、回答欄を区切ってご記入ください。
	問４選択肢番号
	今後必要となる、もしくは今後重要になると考えられる理由

	
	例）当該技術の発展により、○○が可能となると考えられる　等



２．計測分析技術が寄与した成功事例とその思考プロセスについてお聞きします。
問６　計測・分析技術（機器）が製品開発の成功に大きく寄与した事例を何かご存じでしたら、お教えください。複数ある場合は、回答欄を区切ってお教えください。
	製品名
	計測・分析技術（機器）が寄与したポイント

	
	


問７　研究開発等の問題解決において、研究者は下図のような思考プロセスを行うものと考えられています。この思考プロセスのうち、どのような段階や段階間での思考が、難しいと考えられますか。個人的なお考えで結構ですので、これまでの経験から上位３つまでの斜体数字番号を選び、ご記入ください。


（注）斜体数字番号１、３、５、８、１０、１２は各段階間での思考を示します。
回答欄

	
	
	



３．計測・分析に関するエキスパート・ノウハウ文献について
問８　貴殿が中国地域において計測・分析に関して詳しいと考えられる方、よく計測・分析のことで相談される方、専門家として推薦される方のご所属、ご芳名と問４における関連技術について教えください。複数名いらっしゃる場合は、回答欄を区切ってお答えください。
	ご所属
	ご芳名
	問４選択肢番号

	
	
	


企業がガイドブックとして使えることを目指した報告書資料編に掲載いたしますが、推薦人のお名前はご本人にお知らせすることはございませんし、公表もしません。専門家のリストとして掲載する前にはご本人のご承諾をいただきます。
問９　企業や専門外の方に是非一読してもらいたいと思われる計測・分析機器使用についてのノウハウ集、文献資料等がありましたらお教えください。複数ある場合は、回答欄を区切ってお答えください。
	著者
	タイトル
	出版社

	
	
	


問１０　中国地域の産業振興を図る上で、計測・分析技術の活用に関するご意見等がございましたらご自由にお書きください。
	


【最後に】　ヒアリング調査で詳しい話をお聞かせ願う場合がありますので、所属機関とご連絡先についてお知らせください。報告書PDF版の提供を希望される場合には、「希望する」にチェックを入れ、送信先の電子メールアドレスをご記入ください。
	① 所属機関名
	

	② 所属部署
	

	③ ご専門
	

	④ ご連絡先
	お役職
	
	ご氏名
	

	
	ＴＥＬ
	
	E－mail
	

	⑤ 報告書の
提供
	　□ 希望する　　□ 希望しない
	送信先
E－mail
	上記と異なる場合、ご記入ください



☆☆☆☆☆　　　ご協力ありがとうございました　　☆☆☆☆☆

h22ciic@crrc.or.jp宛にご返送ください






　　　 　(財)ちゅうごく産業創造センター








－　中国地域における計測・分析技術に関する調査　－





携帯電話、薄型テレビなど新しいものが創造され暮らしを快適にしています。このような「ものの進化」には、計測・分析技術の革新が不可欠で、計測・分析技術が技術全体の革新を先導すると言っても過言ではありません。そこで国も、国際競争力強化のために計測・分析技術を「知的基盤」として位置付け、この10年間、その振興に力を入れています。





本アンケートは、産学官で構成する調査委員会が行う調査の一環として、中国地域の産業振興のために、皆様の計測・分析技術を利用する上での期待や行っておられる計測・分析関連の研究テーマを把握し、別途行う企業ニーズとのマッチングにより新事業プロジェクト等の創設を目指します。また、計測・分析機器の一般利用者にとって役に立つ情報を収集し、発信していきます。








中国地域で計測・分析技術を研究されている方のシーズや研究者の関心についての情報を把握し、別途調査している企業ニーズとあわせて、プロジェクト創出につなげていきます。














本調査では、計測・分析技術利用者が困ったときに解決の手助けとなる情報を記載した報告書作成を目指します。
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（資料）山根八洲男教授（広島大学副学長）


資料「切削加工技術者の人材育成」
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計測・分析技術が寄与した成功事例を基に、成功のカギを握る思考プロセスの解明を試みます。









